
故
手
嶋
正
毅
教
授
略
歴

　
　
　
　
　
　
　
略

一
九
二
二
年
二
月
一
五
日

一
九
三
二
年

一
九
三
五
年

一
九
三
五
年

一
九
四
七
年

一
九
五
一
年

一
九
五
二
年

一
九
五
三
年

一
九
五
四
年

一
九
五
七
年

一
九
六
三
年

一
九
六
四
年

三三四四三羽－六七三四四

月月月月月月月月月月月

・
主
要
著
作
目
録

　
　
歴

横
浜
で
生
ま
れ
る
。

松
江
高
等
学
校
文
科
乙
類
卒
業

京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

滴
鉄
総
務
部
資
料
課

配
炭
公
団
大
阪
配
炭
局
業
務
部
統
計
課

大
阪
府
商
工
経
済
研
究
所
嘱
託

大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
嘱
託

広
島
県
立
産
業
労
働
科
学
研
究
所
主
査

広
島
大
学
講
師
（
教
育
学
部
福
山
分
校
）

広
晶
大
学
助
教
授
（
皆
実
分
校
）

広
島
大
学
教
授
（
教
養
部
）

立
命
館
大
学
経
済
学
都
教
授

故
手
嶋
正
毅
教
授
略
歴
・
ｔ
、
喋
苫
作
目
録

二
一
　
（
六
二
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
四
号
）

一
九
六
四
年
　
十
　
月

一
九
七
〇
年
崩
諮

一
九
七
〇
年
　
六
　
月

一
九
七
〇
年
八
月
二
二
日

京
都
府
教
育
委
員
兼
務

立
命
館
大
学
経
済
学
部
長

経
済
学
博
士

胃
潰
瘍
の
た
め
、
西
宮
香
雪
病
院
に
て
死
去

二
一
二
（
六
二
八
）

主
要
著
作
目
録

※
一
九
四
三
年
三
月

※
一
九
五
二
年
三
月

※
一
九
五
三
年
六
月

　
　
　
　
　
　
九
月

　
　
　
　
　
　
十
月

『
中
支
の
民
船
業
』

　
（
第
２
章
（
第
３
節
２
を
除
く
）
、
第
４
章
第
２
節
、
博
文
館
）

『
目
本
の
繊
維
機
械
工
業
』

　
（
第
－
部
、
第
２
部
、
大
阪
府
商
工
経
済
研
究
所
）

『
大
阪
に
お
げ
る
鉄
鋼
業
・
綿
織
物
工
業
の
実
態
』

　
（
序
章
、
第
４
章
、
第
５
章
（
小
結
）
、
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
）

「
仁
方
ヤ
ス
リ
エ
業
の
諸
問
題
」

　
（
〈
経
済
季
報
Ｖ
　
一
巻
一
号
、
広
島
県
立
産
業
労
働
科
学
研
究
所
）

「
広
島
県
に
お
け
る
鋼
造
船
業
と
下
請
工
業
」



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
経
済
季
報
〉
　
　
一
巻
一
号
、
広
島
県
立
産
業
労
働
科
学
研
究
所
）

※
一
九
五
四
年
十
月
　
　
　
「
工
業
に
お
げ
る
生
産
様
式
と
経
済
諾
法
則
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
工
業
経
営
〉
　
五
巻
一
号
）

※
一
九
五
五
年
四
月
　
　
　
「
資
本
主
義
と
杜
会
主
義
の
経
済
政
策
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
政
治
学
講
座
」
第
二
巻
、
政
治
原
理
（
下
）
、
理
論
杜
）

※
一
九
五
六
年
三
月
　
　
　
「
日
本
鋼
造
船
業
に
お
げ
る
下
請
制
の
研
究
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
工
業
経
営
Ｖ
　
六
巻
一
号
）

　
　
　
　
　
　
四
月
　
　
　
「
現
代
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
と
残
存
杜
会
経
済
要
素
・
固
有
の
経
済
消
汰
川
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
経
済
評
論
Ｖ
　
昭
和
三
十
一
年
四
月
号
）

　
　
　
　
　
　
十
二
月
　
　
　
『
近
代
産
業
と
地
域
杜
会
（
ユ
ネ
ス
コ
）
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
三
部
第
一
章
、
近
代
産
業
の
導
入
と
そ
の
展
閉
、
§
１
－
１
・
２
、
§
２
－
１
・
２
）

※
一
九
五
七
年
二
月
　
　
　
「
”
資
本
主
義
の
杜
会
形
成
理
論
〃
の
意
義
と
眼
界
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
島
大
学
く
教
育
学
部
紀
要
Ｖ
第
一
部
）

　
　
　
　
　
　
二
月
　
　
「
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
生
産
諾
形
態
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
工
業
経
営
Ｖ
七
巻
一
号
）

　
　
　
　
　
　
三
月
　
　
　
「
下
請
中
小
工
業
の
生
産
様
式
と
経
済
法
則
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
経
済
政
策
学
会
編
『
戦
後
各
閏
の
経
済
政
策
の
検
討
』
勤
草
苫
〃
）

　
　
　
故
手
鳴
正
毅
教
授
略
歴
．
主
要
著
咋
目
撮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
（
六
二
九
）



●
■

立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
．
第
四
号
）

※
一
九
五
七
年
十
二
月

※
一
九
五
八
年
七
月

十
二
月

※
一
九
五
九
年
　
　
月

六
月

十
一
月

※
一
九
六
〇
年
二

月

十
一
月

※
一
九
六
一
年
六

月

二
一
四
（
六
三
〇
）

「
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
構
造
変
化
」

　
（
〈
経
済
評
論
Ｖ
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
号
）

「
賃
金
法
則
と
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

　
（
〈
経
済
評
論
Ｖ
昭
和
三
十
三
年
七
月
号
）

「
備
後
織
物
工
業
の
地
域
的
杜
会
経
済
構
成
」

　
（
〈
工
業
経
営
Ｖ
八
巻
二
号
）

訳
書
、
マ
ル
ク
ス
『
資
本
主
義
的
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
　
　
訳
者
ノ
ー
ト

　
（
大
月
書
店
）

「
口
本
の
マ
ニ
、
ユ
研
究
に
お
げ
る
基
本
的
諾
問
題
」

　
（
〈
歴
史
学
研
究
Ｖ
二
三
〇
号
）

「
等
級
制
賃
金
の
理
論
」

　
（
〈
経
済
評
論
Ｖ
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
号
）

「
封
建
杜
会
解
体
期
の
産
業
資
本
と
マ
ニ
ユ
賃
労
働
の
範
騎
」

　
（
〈
歴
史
評
論
Ｖ
一
九
六
〇
年
二
月
号
）

「
傭
後
地
方
に
お
け
る
綿
織
物
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
歴
史
」
上
．
下

　
（
〈
企
業
経
営
Ｖ
＋
巻
一
号
・
二
号
）

「
金
融
的
軍
事
的
従
属
国
（
日
本
）
と
そ
の
経
済
的
土
台
」



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
経
済
評
論
Ｖ
昭
和
三
十
六
年
六
月
号
）

　
　
　
　
　
　
十
一
月
　
　
　
「
国
家
独
占
資
本
主
義
の
内
的
論
理
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
経
済
評
論
Ｖ
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
号
）

※
一
九
六
二
年
三
月
　
　
　
「
戦
後
日
本
に
お
け
る
国
家
資
本
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
工
業
経
営
Ｖ
＋
一
巻
二
号
）

　
　
　
　
　
　
六
月
　
　
　
「
国
家
独
占
資
木
主
義
の
法
則
性
　
　
現
代
修
正
辛
義
批
判
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
経
済
Ｖ
一
号
）

※
一
九
六
三
年
六
月
　
　
　
「
国
家
独
占
の
諸
形
態
と
国
家
の
役
割
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
経
済
セ
ミ
ナ
ー
Ｖ
八
三
号
）

　
　
　
　
　
　
十
一
月
　
　
　
「
国
家
独
占
資
本
主
義
の
基
木
概
念
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
経
済
理
論
学
会
『
独
占
資
本
主
義
の
研
究
』
青
木
書
店
）

※
一
九
六
四
年
八
月
　
　
　
「
現
代
資
本
主
義
と
利
澗
率
倣
向
的
低
落
の
法
則
　
　
独
占
と
技
術
革
新
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
立
命
館
経
済
学
Ｖ
＋
三
巻
三
号
）

　
　
　
　
　
　
十
二
月
　
　
　
「
戦
後
日
本
に
お
げ
る
経
済
的
・
政
治
的
発
展
の
不
均
等
性
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
経
済
評
論
Ｖ
＋
三
巻
十
二
号
）

※
一
九
六
五
年
五
月
　
　
　
「
口
本
経
済
の
構
造
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
講
座
．
杜
会
科
教
育
・
政
治
経
済
１
」
柳
原
書
店
）

　
　
　
故
手
嶋
正
毅
教
授
略
歴
・
主
要
著
作
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五

（
六
三
一
）



立
命
館
維
済
学
（
第
十
九
巻
・
猪
四
号
）

　
　
　
　
　
　
六
月

　
　
　
　
　
　
九
一
月

※
一
九
六
六
年
三
月

　
　
　
　
　
　
川
月

　
　
　
　
　
　
九
月

　
　
　
　
　
　
九
月

　
　
　
　
　
　
九
月

※
一
九
六
七
年
十
二
月

「
閏
家
独
占
資
本
主
義
の
研
究
方
法
」

　
（
〈
立
命
館
経
済
学
Ｖ
＋
四
巻
二
号
）

「
国
家
資
本
主
義
」
「
南
満
州
鉄
遣
株
式
会
杜
」

　
（
『
経
済
学
辞
典
』
岩
波
書
店
）

「
戦
後
独
占
資
本
の
集
積
と
機
構
」

　
（
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
講
座
・
第
四
巻
」
有
斐
閣
）

「
利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
限
界

法
則
と
し
て
」

　
（
〈
立
命
館
経
済
学
Ｖ
＋
五
巻
一
号
）

「
帝
国
主
義
と
植
民
地
半
植
民
地
従
属
国
」

　
（
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
体
系
・
第
三
巻
」
有
斐
閣
）

「
帝
国
主
義
の
矛
盾
と
全
般
的
危
機
」

　
（
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
体
系
・
第
三
巻
』
有
斐
閣
）

「
帝
国
主
義
矛
盾
と
両
体
制
問
矛
盾
」

　
（
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
体
系
・
第
三
巻
」
有
斐
閣
）

「
日
本
国
家
独
占
資
本
主
義
論
」

　
（
有
斐
閣
）

二
ニ
ハ
（
六
三
二
）

私
的
独
占
よ
り
国
家
独
占
へ
の
移
行



※
一
九
六
八
年
二

月

四
月

四
月

五
月

十
月

※
一
九
七
〇
年
二

月

「
過
渡
期
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義
の
諸
形
態
」

　
（
〈
立
命
館
経
済
学
Ｖ
＋
六
巻
五
・
六
号
）

「
経
済
学
の
基
礎
　
　
所
有
の
艇
史
」

　
（
「
は
じ
め
に
」
、
第
－
部
－
章
・
２
章
、
第
皿
部
－
章
、
「
お
わ
り
に
」
、
有
斐
閣
）

「
中
国
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義
．
賃
金
制
度
に
か
ん
す
る
諸
問
題
　
　
往
復
書
簡
の
抜
輩
」

　
（
〈
立
命
館
経
済
学
Ｖ
＋
七
巻
・
一
号
）

「
国
家
独
占
機
構
の
形
成
・
展
開
」

　
（
「
現
代
の
経
済
と
統
計
　
　
蜷
川
虎
三
先
生
古
稀
記
念
』
有
斐
閣
）

「
マ
ル
ク
ス
『
資
本
主
義
的
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
（
資
本
関
係
の
形
式
ま
た
は
本
源
的
蓄
積
に
先

行
す
る
過
程
に
っ
い
て
）
』
上
・
中
・
下

　
（
〈
経
済
Ｖ
五
四
号
・
五
六
号
・
五
七
号
）

「
高
度
成
長
過
程
に
お
げ
る
「
自
動
安
定
装
置
」
と
国
家
所
有
（
素
描
）
」

　
（
〈
立
命
館
経
済
学
Ｖ
＋
八
巻
五
・
六
号
）

故
手
嶋
正
毅
教
授
略
歴
・
主
要
著
作
目
録

二
一
七
（
六
三
三
）




